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ぜん息・COPD電話相談室の開設、講習会の開催等

体により実施する事業（ERCAが行う助
成事業）からなっています。

芦屋市）で、四日市市と楠町の合併によ
り現在は計46地域です。
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　 気候変動対策

環境ユースフィールド研修
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都道府県等が行う
代執行に係る費用

中小企業者等
（PCB保管事業者）

都道府県等

処理期間は令和 9 年 3月までとされました。

及び代執行に要する費用の軽減を図ることを目

https://www.erca.go.jp/erca/guide/guide/saisyu.html

都道府県
知事等

https://www.erca.go.jp/erca/guide/guide/pcb.html

環境保全等関連業務
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■ 令和４年度実施課題

環境保全研究・技術開発業務

～環境政策への貢献・反映を目的とした競争的研究費です～
　環境研究総合推進費（以下「推進費」という。）は、気候変動問題への対応、循環型社会の実現、自然環境との共生、
環境リスク管理等による安全の確保など、持続可能な社会構築のための環境政策の推進にとって不可欠な科学的知見の集
積及び技術開発の促進を目的として、環境分野のほぼ全領域にわたる研究開発を実施しています。
　研究者より応募された研究課題候補は外部有識者等による審査に付し、①必要性（環境行政上の意義、科学的・技術的
意義）、②効率性（研究体制・研究計画の妥当性・研究経費の妥当性）、③有効性（研究目標の達成可能性、環境政策等
への貢献度、成果の波及効果）の３つの観点から評価し、競争的に選定・採択しています。

　ERCA は、推進費の配分機関として、研究費の配分・契約や、外部有識者等による委員会を設置し、新規課題の公募
及び審査、中間・事後評価等の業務を行っています。推進費の基本方針の検討・策定、行政要請研究テーマ（行政ニーズ）
の策定・提示、環境政策への活用及び推進費制度全体の管理・評価については、環境省で実施しています。
　研究期間中は、基本的に各課題に1名のプログラムオフィサー（PO）を配置し、研究の進捗状況の確認や中間評価結果
のフォローアップを実施します。
　また、社会実装支援コーディネーターが研究成果の社会実装を支援します。

環境研究総合推進費とは
　研究対象領域は、「環境研究・環境技術開発の推進戦略」（令和元年５月環境大臣決定）（以下「推進戦略」という。）
に示された５つの研究領域です。
　推進戦略では、中期的（2030 年頃）に目指すべき社会像（地域循環共生圏の定着）及び長期的（2050 年頃）に目指
すべき社会像（地域循環共生圏のビルトイン）を設定した上で、環境分野において今後５年間で重点的に取り組むべき研究・
技術開発の課題として、16の重点課題が示されています。
　推進費では、重点課題やその解決に資する行政要請研究テーマ（行政ニーズ）を提示した上で、広く産学民官の研究機
関の研究者から提案を募り、研究・技術開発を実施しています。

研究対象領域及び実施課題

研究の実施体制について

■ 実施体制

環境研究総合推進費業務：https://www.erca.go.jp/suishinhi/

SIP 業務：https://www.erca.go.jp/erca/sip/index.html

最新情報は環境再生保全機構（ERCA）のホームページにてお知らせします。

環境研究総合推進費業務

※エネルギー起源CO2 の排出抑制を主たる目的とした研究提案は公募対象外
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役員・職員数167名（役員6名、職員161名）［令和5年4月1日現在］

熱中症対策
プロジェクトグループ

TEL ： 044-520-9509（代）
FAX ： 044-520-9660

広報及び宣伝、

監査室
TEL ： 044-520-9507（代）
FAX ： 044-520-9650

情報システムの整備及び管理　情報システム課

企 画 課 総合企画、総合調整等

予算・決算の総括、
調達及び契約手続きの総括等

SIP課題の公募、資金・進捗管理、
評価、成果等の情報発信等

熱中症対策関連業務の追加への対応等

ＳＩＰ推進課

URL:https://www.erca.go.jp

https://www.erca.go.jp/asbestos/

https://www.erca.go.jp/fukakin/

https://www.erca.go.jp/suishinhi/

https://www.erca.go.jp/jfge/

ぜん息やCOPDの予防・改善に役立つ情報を掲載！また、イベントや
協力団体のサポート情報を発信中！

ぜん息・COPDプラットフォーム

競争的研究費である環境研究総合推進費の配分を
通じて、環境政策に貢献する研究及び技術開発など
を実施しています。

ERCAの組織

https://www.erca.go.jp/yobou/

2023年度よりホームページをリニューアルしました。
ホームページでは、ERCAのご案内や各事業の最新情報や情報公開などの他、業務を通じて得られた
知見や情報を発信しています。
よりよい環境づくり・健康づくりの一端として役立てていただければ幸いです。
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Spot “R”ight vol.3 ERCA 新たな取組

熱中症対策の推進
　近年、熱中症による救急搬送者数や死亡者数は増加傾向にあります。
また、気候変動の影響から、今後は日本でも今以上に高い気温の日が発
生する可能性が考えられており、熱中症対策は緊急の課題です。
　ERCA では、2022 年度に環境省から、地域における熱中症予防対策
の推進に関する業務を受託しました。熱中症はぜん息や COPD といっ
た呼吸器系の疾患や基礎疾患がある方はリスクが高くなります。ERCA
の事業の一つである予防事業では、地方公共団体や医療関係者と連携し
て、事業を展開し、多くの患者にアプローチしてきました。その実績と
経験を活かし、自治体や地域団体の方々と一緒に熱中症対策に取り組み
ました。その結果、地域のモデルとなる取組を全国に展開するための事
例集を作成しました。

Spot Right：今まさに just right な情報をお届けします。
今回は、2022年度から始まったERCAの新しい取組に
ついてご紹介します。

　プラスチックは軽い、加工しやすい等非常に便利な素材であり、私たちの生活に欠かせません。一方、自然界では分解され
ず、環境中に長期間残り続けるという欠点があります。また、日本では化石資源由来の廃棄プラスチックのほとんどを焼却
しており、多くの CO2 を排出しています。この問題を解決する方法として、現在注目されているのがサーキュラーエコノ
ミー（循環型経済）への移行です。
　この度 ERCA では、第３期戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の課題「サーキュラーエコノミーシステムの構築」
の研究推進法人を担当することになりました。本課題では、プラスチック製品に情報を付与するデジタル・プロダクト・パ
スポートの開発・実装、資源を加工して製品を作り出す製造業（動脈産業）と廃棄物の再資源化を行う産業（静脈産業）の連
携促進を中心に据え、プラスチックが循環する社会を目指します。

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
「サーキュラーエコノミーシステムの構築」

実施体制
　SIP では、関係府省の縦割
りを打破し、府省を横断する
視点からプログラムを推進し
ます。ERCA は、研究開発テー
マのマネジメントとして、公
募・契約、資金管理、ピアレ
ビューにとどまらず、広く事業
支援を行います。

SIP課題「サーキュラーエコノミー
システムの構築」の最新情報は
こちらから
https://www.erca.go.jp/erca
/sip/index.html

特設サイトとソーシャルメディア（SNS）

ERCA では、皆様にお役立ち情報としてホームページに各種の情報を提供しています。

特設サイト

ERCAでは、ソーシャルメディア等を活用して、より迅速により広範囲に情報を発信しています。

ソーシャルメディア（SNS）

石綿健康被害と救済給付について
中皮腫とは ～診断・治療から公的制度まで～

子どものための環境学習情報サイト
「集まれ！グリーンフレンズ」

@ERCA_suishinhi

@ERCA_kikin

ercachannel ＠erca_kikin

汚染負荷量賦課金の申告・納付特設サイト

Web版すこやかライフ

@ERCA_yobou

＠JFGE.erca.jp

＠ERCA.jp
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ERCA では、皆様にお役立ち情報としてホームページに各種の情報を提供しています。

特設サイト

ERCAでは、ソーシャルメディア等を活用して、より迅速により広範囲に情報を発信しています。

ソーシャルメディア（SNS）

石綿健康被害と救済給付について
中皮腫とは ～診断・治療から公的制度まで～

子どものための環境学習情報サイト
「集まれ！グリーンフレンズ」

@ERCA_suishinhi

@ERCA_kikin

ercachannel ＠erca_kikin

汚染負荷量賦課金の申告・納付特設サイト

Web版すこやかライフ

@ERCA_yobou

＠JFGE.erca.jp

＠ERCA.jp
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この印刷物は、国等による環境物品等の調達の
推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づ
く基本方針の判断の基準を満たす紙を使用して
います。


